
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
私
立
大
学
に
お
け
る
教
員
養
成
の
実
態

東
洋
大
学
学
生
の
傾
向
と
卒
業
生
の
教
職
従
事
状
況
の
分
析
か
ら

豊
田
徳
子
喜
量

」
は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
大
正
中
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
私
立
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む
）
に
お
け
る
中
等
教
員
養
成
の
実
態
を
、
東
洋
大
学
を

事
例
と
し
て
、
特
に
学
生
の
傾
向
と
卒
業
生
の
教
職
従
事
（
就
職
先
）
状
況
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
戦
前
の
私
立
大
学
に
と
っ
て
中
等
教
員
養
成
に
関
す
る
特
典
は
、
そ
の
存
立
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
東

洋
大
学
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
東
洋
大
学
の
教
員
養
成
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
数
量
的
変
遷
に
つ
い
て

は
す
で
に
考
察
し
た
（
－
）
。
東
洋
大
学
は
、
明
治
三
五
二
九
〇
二
）
年
の
哲
学
館
事
件
に
よ
り
無
試
験
検
定
の
特
典
を
文
部
省
か
ら

取
り
消
さ
れ
、
運
営
．
経
営
上
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
明
治
四
〇
年
に
再
び
許
可
さ
れ
て
か
ら
は
、
学
科
お
よ
び
そ
の
無
試
験
検

定
免
許
状
科
目
を
拡
充
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
多
数
の
合
格
者
を
輩
出
す
る
に
い
た
っ
た
。
特
に
大
正
末
以
降
（
た
だ
し
昭
和
一

一
年
か
ら
一
三
年
に
つ
い
て
は
不
明
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
部
と
専
門
部
を
合
わ
せ
て
卒
業
生
の
ほ
ぼ
七
割

か
ら
八
割
、
ま
た
大
学
令
に
よ
る
文
学
部
で
も
同
じ
く
六
割
以
上
と
い
う
高
い
割
合
で
免
許
状
を
取
得
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
東
洋
大
学
は
、
無
試
験
検
定
に
よ
る
中
等
教
員
養
成
学
校
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
ま
た
社
会
的
に
も
一
定
の
評

価
を
得
な
が
ら
、
中
等
教
員
の
需
要
を
充
足
さ
せ
る
役
割
の
一
端
を
確
実
に
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
教
員
養
成
の
具
体
的
な
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
こ
の
時
期
に
東
洋
大
学
に
入

学
し
て
き
た
学
生
、
す
な
わ
ち
中
等
教
員
資
格
取
得
希
望
者
の
入
学
資
格
（
出
身
学
校
）
、
年
齢
（
卒
業
時
）
、
経
験
・
経
歴
等
を
調
査

分
析
し
て
そ
の
傾
向
を
み
る
。
次
に
、
無
試
験
検
定
に
よ
る
中
等
教
員
資
格
を
取
得
し
た
学
生
が
卒
業
後
、
実
際
に
教
員
と
し
て
ど

の
よ
う
な
教
育
機
関
（
1
1
学
校
）
に
就
職
し
た
の
か
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
問
題
を
調
査
す
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
東
洋
大
学

の
教
員
養
成
お
よ
び
教
育
界
に
果
た
し
た
役
割
と
そ
の
性
格
・
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、
大
正
七
年

か
ら
昭
和
一
二
年
ま
で
の
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
部
・
専
門
部
卒
業
〔
予
定
〕
学
生
四
、
四
五
六
名
と
昭
和
七
年
か
ら
一
二
年
ま

で
の
文
学
部
卒
業
〔
予
定
〕
学
生
三
九
四
名
で
あ
る
。
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二
　
学
生
の
傾
向
・
特
色
の
依
拠
資
料
に
つ
い
て

　
最
初
に
、
入
学
者
の
入
学
資
格
、
年
齢
（
卒
業
時
）
、
経
験
・
経
歴
等
を
取
り
あ
げ
、
ど
の
よ
う
な
傾
向
あ
る
い
は
特
色
を
持
っ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
前
に
依
拠
資
料
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
か
ら
一
五
二
九
二
六
）

年
ま
で
の
分
に
つ
い
て
は
、
『
自
大
正
五
年
度
至
大
正
十
五
年
度
　
大
学
部
専
門
部
教
員
無
試
験
検
定
有
資
格
名
簿
（
教
員
免
許
状
）

教
務
課
』
（
東
洋
大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
資
料
室
所
蔵
）
に
依
っ
た
（
こ
れ
に
基
い
て
表
1
を
作
成
）
。
こ
れ
は
、
当
時
の
教

務
課
が
作
成
し
た
各
年
度
の
教
員
無
試
験
検
定
の
有
資
格
者
名
簿
を
綴
っ
た
簿
冊
で
あ
る
。
各
名
簿
の
記
載
項
目
は
、
有
資
格
者
学

生
の
「
氏
名
」
・
「
生
年
月
日
」
・
「
族
籍
」
・
「
卒
業
学
校
名
」
・
「
受
験
学
科
」
（
1
1
無
試
験
検
定
免
許
状
科
目
）
で
あ
る
（
2
）
。

　
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
か
ら
九
二
九
三
四
）
年
ま
で
の
分
に
つ
い
て
は
、
『
東
洋
大
学
卒
業
生
一
覧
』
、
昭
和
一
〇
年
は
『
就

職
希
望
者
名
簿
』
、
昭
和
＝
年
、
一
二
年
は
『
東
洋
大
学
卒
業
見
込
者
名
簿
』
（
い
ず
れ
も
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
資
料
室
所
蔵
）
に
依

っ
た
（
こ
れ
ら
に
基
い
て
表
2
お
よ
び
表
3
を
作
成
）
。
こ
れ
ら
の
名
簿
類
は
、
大
学
側
が
お
こ
な
っ
た
就
職
難
打
開
の
た
め
の
方
策



の
ひ
と
つ
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
3
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
は
就
職
斡
旋
活
動
に
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
し
て
、

大
学
側
が
毎
年
、
卒
業
学
年
の
学
生
に
申
告
書
を
提
出
さ
せ
て
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
全
国
の
中
等
学
校
を
は
じ
め
地

方
在
住
の
校
友
・
関
係
者
に
配
布
さ
れ
た
。
年
度
に
よ
っ
て
卒
業
予
定
学
生
の
紹
介
項
目
の
内
容
に
精
粗
の
差
は
あ
る
が
、
「
氏

名
」
・
「
本
籍
」
・
「
生
年
月
日
」
・
「
出
身
学
校
」
・
「
特
長
」
ま
た
は
「
特
技
と
経
験
」
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
就
職
斡
旋
の
た
め
に

作
成
さ
れ
た
と
い
う
性
格
か
ら
、
誤
植
を
別
に
し
て
資
料
的
に
は
信
頼
で
き
る
内
容
の
も
の
と
い
え
る
。
な
お
、
名
簿
に
載
っ
て
い

る
卒
業
予
定
学
生
が
実
際
に
卒
業
し
た
か
ど
う
か
は
、
『
創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
　
卒
業
生
名
簿
』
（
学
校
法
人
東
洋
大
学
　
昭
和
六
二

年
一
〇
月
二
八
日
発
行
）
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。

一一

鼕
w
生
の
傾
面
∵
特
色

　
ま
ず
、
入
学
資
格
か
ら
見
て
い
こ
う
。
こ
の
入
学
資
格
は
、
前
記
資
料
の
「
卒
業
学
校
名
」
ま
た
は
「
出
身
学
校
」
の
事
項
に
記

載
さ
れ
た
入
学
前
の
学
歴
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
部
お
よ
び
専
門
部
の
入
学
資
格
に
は
、
第
一

種
生
と
第
二
種
生
の
区
別
が
あ
っ
た
。

　
第
一
種
生
と
し
て
第
一
学
年
に
入
学
で
き
る
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
4
）
。

　
　
一
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
　
二
、
専
門
学
校
入
学
者
検
定
規
程
に
依
る
試
験
検
定
に
合
格
し
た
者

　
　
三
、
同
規
程
に
よ
り
一
般
の
専
門
学
校
入
学
に
関
し
指
定
を
受
け
た
者
（
即
ち
、
師
範
学
校
、
実
業
学
校
其
他
中
学
程
度
の
宗
教

　
　
　
　
学
校
等
）

　
こ
れ
に
対
し
て
第
二
種
生
と
し
て
第
一
学
年
に
入
学
で
き
る
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
5
）
。
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一、
二
、

三
、

四
、

　
中
等
教
員
無
試
験
検
定
の
有
資
格
に
関
し
て
み
る
と
、

り
、
特
に
第
一
種
生
と
第
二
種
生
と
の
間
に
差
は
な
い
。

　
ま
た
、
昭
和
四
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
大
学
令
に
よ
る
文
学
部
に
入
学
で
き
る
者
の
資
格
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
旦
。

　
　
一
、
本
大
学
予
科
を
修
了
し
た
者

　
　
二
、
欠
員
あ
る
場
合
は
更
に
下
記
の
出
身
者
の
入
学
を
許
可
す
る

　
　
　
　
①
高
等
学
校
高
等
科
卒
業
者

　
　
　
　
②
元
私
立
哲
学
館
大
学
、
専
門
学
校
令
に
依
る
東
洋
大
学
及
び
東
洋
大
学
専
門
部
卒
業
者
で
大
正
七
年
文
部
省
令
第
三
号

　
　
　
　
　
第
二
条
に
依
り
指
定
さ
れ
た
者
（
倫
理
教
育
学
科
及
び
東
洋
文
学
科
卒
業
者
）

　
　
　
　
③
大
学
令
に
依
る
他
の
大
学
予
科
修
了
者

　
　
　
　
④
大
正
七
年
文
部
省
令
第
三
号
第
二
条
に
依
り
指
定
さ
れ
た
者
（
高
等
学
校
、
大
学
予
科
と
同
等
以
上
の
卒
業
生
）

　
　
　
　
⑤
東
洋
大
学
が
指
定
し
た
女
子
高
等
師
範
学
校
お
よ
び
専
門
学
校
の
女
子
卒
業
者
（
7
）

　
　
三
、
願
に
依
り
退
学
し
た
者
で
再
入
学
を
願
い
出
た
者

　
以
上
が
い
わ
ゆ
る
正
規
入
学
者
で
あ
る
が
、
こ
の
資
格
を
充
た
さ
な
く
て
も
授
業
料
ま
た
は
聴
講
料
を
払
っ
て
、
「
選
科
生
」
あ

兵
役
法
施
行
令
ま
た
は
文
官
任
用
令
に
よ
り
中
学
校
と
同
等
以
上
と
認
定
さ
れ
た
学
校
を
卒
業
し
た
者

小
学
校
本
科
正
教
員
、
尋
常
小
学
校
正
教
員
、
小
学
校
専
科
正
教
員
若
し
く
は
小
学
校
準
教
員
の
免
許
状
を
有
す
る
者

教
員
免
許
規
程
に
依
り
授
与
さ
れ
た
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者

本
大
学
に
於
い
て
大
学
部
並
び
に
専
門
部
に
入
学
で
き
る
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
、
但
し
本
項
に
該
当
す
る
入
学
者

は
、
大
学
部
並
び
に
専
門
部
卒
業
後
教
員
無
試
験
検
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
種
生
の
第
四
項
で
の
入
学
者
以
外
は
そ
の
資
格
を
認
め
ら
れ
て
お
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る
い
は
「
聴
講
生
」
と
し
て
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
選
修
科
目
の
試
験
に
合
格
し
た
者
に
は
修
了
証
書
ま
た
は
聴
講
証
書
が
授
与

さ
れ
た
。

　
表
1
は
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
部
・
専
門
部
の
学
生
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
入
学
資
格
、
年
齢
（
卒
業
時
）
を
一
覧
し
た
も

の
で
あ
る
。
大
学
部
と
専
門
部
の
違
い
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
、
大
学
部
は
専
門
学
校
令
に
よ
る
「
東
洋
大
学
」
す
な
わ
ち
「
大
学
」

と
名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
専
門
部
と
入
学
資
格
は
同
一
で
あ
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
の
違
い
の
ほ
か
に
、
専
門

部
が
修
業
年
限
三
力
年
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
学
部
は
四
力
年
で
あ
っ
た
。
な
お
、
大
学
部
は
昭
和
三
年
に
大
学
令
に
よ
る
文
学

部
の
開
設
が
許
可
さ
れ
た
の
に
と
も
な
い
、
昭
和
六
年
三
月
限
り
で
廃
止
さ
れ
た
。

　
ま
ず
、
大
正
期
（
大
正
七
年
か
ら
一
五
年
ま
で
、
た
だ
し
大
正
八
年
、
＝
年
に
つ
い
て
は
不
明
）
の
大
学
部
に
つ
い
て
、
表
1
ー
①

を
み
る
と
全
体
の
有
資
格
者
数
は
一
五
〇
名
で
、
そ
の
う
ち
卒
業
者
数
は
一
四
八
名
で
あ
る
。
入
学
資
格
は
、
第
一
種
生
が
一
四
九

名
、
九
九
・
三
％
と
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
卒
業
時
の
平
均
年
齢
は
、
各
年
二
一
二
歳
か
ら
二
六
歳
で
、
全
体
で
の
平
均
は
二
四

歳
で
あ
る
。
大
学
部
の
修
業
年
限
は
四
力
年
な
の
で
二
〇
歳
で
入
学
し
た
者
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
年
齢
層
は
二
〇
歳
代

が
九
六
％
二
四
四
名
）
と
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

　
同
じ
く
専
門
部
に
つ
い
て
表
1
1
②
を
み
る
と
、
全
体
の
有
資
格
者
数
は
四
一
一
名
で
、
そ
の
う
ち
卒
業
者
数
は
四
〇
四
名
で
あ

る
。
入
学
資
格
に
関
し
て
は
、
大
学
部
と
比
較
し
て
第
一
種
生
の
割
合
は
三
八
〇
名
、
九
二
・
五
％
と
や
や
低
く
、
小
学
校
教
員
免

許
状
を
持
つ
第
二
種
生
の
割
合
は
三
一
名
、
七
・
五
％
で
、
特
に
大
正
一
四
年
に
一
一
名
、
一
五
年
に
一
九
名
と
多
く
な
っ
て
い
る
。

卒
業
時
の
平
均
年
齢
は
二
五
歳
で
、
修
業
年
限
が
三
力
年
な
の
で
二
二
歳
で
の
入
学
者
が
多
か
っ
た
と
い
え
、
大
学
部
よ
り
も
年
齢

が
高
い
。
ま
た
高
年
齢
者
に
四
〇
歳
、
五
〇
歳
代
の
者
が
み
え
、
大
正
七
年
か
ら
一
五
年
ま
で
の
全
体
の
年
齢
層
は
、
二
〇
歳
代
が

八
六
二
％
（
三
五
四
名
）
、
三
〇
歳
代
以
上
が
＝
二
・
九
％
（
五
七
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
専
門
部
で
は
、
一
度
社
会
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に
出
た
後
で
入
学
し
て
き
た
者
、
い
わ
ゆ
る
社
会
人
入
学
者
の
一
割
以
上
の
存
在
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
表
2
は
昭
和
期
の
大
学
部
・
専
門
部
に
つ
い
て
学
生
の
傾
向
・
特
色
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
利
用
し
た
資
料
に
つ
い
て
す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
中
の
「
特
長
」
ま
た
は
「
特
技
と
経
験
」
の
項
目
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
1
で
み
た
入
学
資

格
と
年
齢
の
ほ
か
に
、
入
学
前
の
学
生
の
経
歴
・
経
験
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
表
2
ー
①
の
大
学
部
（
昭
和
二
年
三
月
か
ら
六
年
三
月
卒
業
ま
で
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
五
年
間
の
無
試
験
検
定
許
可
学
科
（
8
）

の
卒
業
予
定
者
数
は
五
七
七
名
で
、
そ
の
う
ち
卒
業
者
数
は
五
三
四
名
で
あ
る
。
入
学
資
格
は
、
大
正
期
よ
り
第
一
種
生
の
割
合
が

五
〇
五
名
、
八
七
・
五
％
と
低
く
な
り
、
小
学
校
教
員
免
許
状
を
所
有
す
る
第
二
種
生
が
増
え
て
、
全
体
の
二
五
名
、
四
．
三
％
を

占
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
種
生
中
に
甲
種
実
業
学
校
卒
業
者
が
四
五
名
、
八
・
九
％
い
る
。
卒
業
時
の
各
年
の
平
均
年
齢
は
二
四

歳
か
ら
二
五
歳
で
、
全
体
で
の
平
均
は
二
四
歳
で
あ
る
。
年
齢
層
は
、
二
〇
歳
代
が
九
四
．
五
％
（
五
四
五
名
）
で
、
三
〇
歳
代
以

上
が
五
・
四
％
（
＝
二
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
入
学
前
の
経
験
・
経
歴
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
種
生
中
の
免
許
状
所
有
者

（
四
名
）
と
前
述
し
た
小
学
校
教
員
免
許
状
を
所
有
す
る
第
二
種
生
の
二
五
名
と
を
合
わ
せ
て
、
二
九
名
、
五
．
五
％
が
小
学
校
教

員
の
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
少
し
上
回
る
三
三
名
、
六
二
二
％
が
実
際
に
小
学
校
教
員
の
経
験
者
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
中
等
教
員
の
免
許
状
を
す
で
に
所
有
し
て
い
る
者
も
小
学
校
免
許
状
所
有
者
と
同
数
の
二
九
名
、
五
．
五
％
い
る
。

　
同
じ
く
専
門
部
に
つ
い
て
表
2
ー
②
（
昭
和
二
年
三
月
か
ら
一
二
年
三
月
卒
業
ま
で
）
を
み
る
と
、
こ
の
＝
年
間
の
卒
業
予
定
者

数
は
三
、
三
一
八
名
で
、
そ
の
う
ち
卒
業
者
数
は
三
、
＝
○
名
で
あ
る
。
入
学
資
格
で
第
一
種
生
の
割
合
は
二
、
八
九
三
名
、
八

七
・
二
％
で
大
学
部
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
甲
種
実
業
学
校
の
卒
業
者
が
四
七
九
名
、
一
六
・
六
％
を
占
め
て
い
る
。

昭
和
一
〇
年
、
一
二
年
は
、
二
〇
％
を
越
え
て
お
り
、
実
業
学
校
か
ら
の
進
学
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た

小
学
校
教
員
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
第
二
種
生
が
三
二
九
名
、
九
・
九
％
と
約
一
割
を
占
め
、
昭
和
二
年
、
五
年
は
一
五
％
以
上
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を
占
め
て
い
て
、
大
学
部
よ
り
も
高
い
。
卒
業
時
の
平
均
年
齢
は
各
年
二
三
歳
か
ら
二
五
歳
で
、
全
体
で
の
平
均
は
二
四
歳
で
あ

る
。
年
齢
層
を
全
体
で
み
る
と
二
〇
歳
代
は
八
九
・
七
％
（
二
、
九
七
六
名
）
、
三
〇
歳
代
以
上
は
一
〇
％
（
三
三
一
名
）
で
、
こ
れ
も

大
学
部
よ
り
高
い
割
合
で
あ
る
。
入
学
前
の
経
験
・
経
歴
に
つ
い
て
み
る
と
、
第
一
種
生
と
第
二
種
生
を
合
わ
せ
て
小
学
校
教
員
免

許
状
所
有
者
は
三
七
三
名
、
＝
・
六
％
と
一
割
を
超
え
、
ま
た
小
学
校
教
員
経
験
者
は
七
六
九
名
、
二
三
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。

特
に
昭
和
二
年
か
ら
五
年
ま
で
は
学
生
の
三
割
か
ら
四
割
近
く
が
小
学
校
教
員
の
経
験
者
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
一
種
生
・
第
二
種
生
を
合
わ
せ
て
、
小
学
校
の
教
員
免
許
状
所
有
者
お
よ
び
小
学
校
の
教
員
経
験
者
が
、
東
洋
大

学
の
特
に
専
門
部
に
多
く
入
学
し
て
い
る
こ
と
を
特
色
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
小
学
校
教
員
で
あ
っ
た
彼
ら

が
、
小
学
校
よ
り
も
い
わ
ゆ
る
上
級
学
校
で
あ
る
中
等
学
校
の
教
員
資
格
の
取
得
を
希
望
し
て
、
入
学
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。　

次
に
表
3
は
、
大
学
令
に
よ
る
文
学
部
（
昭
和
七
年
三
月
か
ら
一
二
年
三
月
卒
業
ま
で
）
の
学
生
に
つ
い
て
、
入
学
資
格
、
年
齢

（
卒
業
時
）
、
経
験
・
経
歴
等
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
文
学
部
は
昭
和
四
年
か
ら
開
設
さ
れ
、
修
業
年
限
は
三
力
年
で
あ
り
、

第
一
回
の
卒
業
者
が
出
る
の
は
昭
和
七
年
三
月
で
あ
る
。
文
学
部
は
、
昭
和
一
二
年
ま
で
は
「
国
文
学
科
」
、
「
哲
学
科
」
、
「
仏
教
学

科
」
、
「
支
那
哲
学
支
那
文
学
科
」
の
四
学
科
か
ら
な
っ
て
い
た
（
昭
和
一
三
年
四
月
か
ら
新
た
に
「
史
学
科
」
が
開
設
さ
れ
五
学
科
と
な

る
）
。
こ
の
六
年
間
の
卒
業
予
定
者
数
は
三
九
四
名
で
、
そ
の
う
ち
卒
業
者
数
は
三
五
三
名
で
あ
る
。
入
学
資
格
に
つ
い
て
み
る
と
、

正
規
入
学
者
が
三
四
五
名
、
八
七
・
六
％
を
占
め
、
そ
の
他
（
聴
講
生
・
選
科
生
・
不
明
を
含
む
）
は
四
九
名
、
一
二
・
四
％
で
あ
る
。

卒
業
時
の
平
均
年
齢
は
、
各
年
二
四
歳
か
ら
二
六
歳
、
全
体
で
の
平
均
は
二
五
歳
で
あ
る
。
ま
た
年
齢
層
は
、
二
〇
歳
代
が
九
二
・

一
％
（
三
六
一
二
名
）
を
占
め
、
三
〇
歳
代
以
上
が
七
・
九
％
（
三
一
名
）
と
な
っ
て
い
る
。
入
学
前
の
経
験
・
経
歴
に
つ
い
て
み
る
と
、

小
学
校
教
員
免
許
状
を
所
有
し
て
い
る
者
は
四
名
、
一
・
二
％
、
小
学
校
教
員
経
験
者
も
一
六
名
、
四
・
六
％
と
わ
ず
か
で
あ
り
、

145　大正期から昭和戦前期の私立大学にtsける教員養成の実態



酬 ロ 　 沖 特 関 特 肝 S ＞ 峠 婚 声 ・ 柏 蔀 ・ 繭 郷 世 告 q 粛 蘭 ［ 困 営 ＞ 1 話 柏 ］

樹 　 米 　 柏 （ ω 迦 ） 胡 善 べ 柏 閲 曽 ゜ 。 柏 罰 苔 O 甜 罷 苔 5 柏 罷 曽 ＝ 柏 爵 古 旨 禰 ㍗

斜 米 咄 袖 蝋 轡 8 o
。 x 認 ご O O S ω q ⊃ 』

卜 剖 咄 袖 蝋 丑 s 悦 米 蝋 ぱ 日 Φ べ ⑦ O ① o o 鵠 ω o 。 ω 口 ω

〉 酬 H 油 ン 偲 蝋 ＄ 品 呂 3 ひ 戸 鵠 ω ホ （ ° 。 S Φ × ）

ぷ θ 直 （ 磁 竣 ・ 摘 瑞 ・ 剖 温 ） 一 ＝ N ω O 切 ω お （ 一 N 』 × ）

悦 継 覇 θ 判 益 柏 蔀 N 口 N 切 ぱ 田 田 N Φ 田

柏 離

掛 騰 蝋 丑 S 剛 測 柏 蔀 ω ◎ ◎ S ω N S ω ⑦ 切 」 ㎝ 」

　 　 　 　 ◎ N O 測 主 柏 離 ⑩ （ × ） 　 　 　 　 ⑲ ω O 灘 含 恒 ト ◎ q ⊃ ω ゜ ω × ㊥ Φ ゜ べ × ◎ ° 。 ° 。 ］ × ◎ P ㊤ × ◎ ㊤ S ω × ◎ N ° べ × ◎ 忠 込 × ◎ 切 ゜ ⑦ × ◎ “ ⊃ 9 ㊤ × ◎ “ ⊃ ］ × ◎ ° 。 S O × ◎ 」 N O × ◎ 8 ］ × （ ω Φ ω 於 ） ㊥ や ゜ ㊤ × （ ω 一 齢 ）

（ H ） 与 梓 姑 ぱ 迦 邉 酬 勇 剖 画 蝋 O O 一 O H N 《 （ 一 ゜ N × ）

（
N ｳ 〆 梓 薄 潜 迦 醸 懸 蝋 O 一 一 口 O 《 宗 （ ふ Φ × ）繭 卿 隙 圃

⌒ ω ） 丑 囎 帖 薄 蝉 油 邉 当 勇 剖 画 旅 ω 一 《 一 口 O N O （ O ° ° 。 × ）

（ e 丑 姻 梓 蔑 蛍 加 醸 卿 蝋 O O O O O O O

（ 9 ぷ s 詮 θ 弾 麺 邉 事 労 翠 耐 雌 O O O O O O O

（ O ） ぷ s 吉 s 薄 血 ・ 当 叫 繭 卿 雌 O O O O O N N （ O ° ① × ）

（ 酵 ） 一 ゜ 「 斜 淋 牌 ー 棉 』 （ 剤 苫 ベ ー q っ 耕 γ 『 部 錘 部 渦 旅 歯 繍 』 （ 胡 曽 一 〇 柏 ） ’ 『 柵 燕 汁 帖 掛 撫 汕 院 蝋 ポ 繍 』 （ 罷 古 一 ゲ 一 N 礼 ㌻

　 　 　 「 些 旨 一 8 函 礼 剖 帥 　 掛 淋 肝 於 繍 』 六 肝 O 寄 爵 ゜

　 　 N ° 「 賄 廓 ・ 繭 聞 」 θ 湿 存 ’ 漁 λ 》 ぱ づ 伊 O 違 惜 茸 〉 梓 踏 鵡 5 的 H 油 〉 特 S 蝋 『 7 ぷ θ 吉 （ 滴 渤 ・ 謡 酬 ・ 引 温 ） 舜 蔀 ～ 汁 ゜

1
4
6



大
学
部
・
専
門
部
と
比
較
す
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
文
学
部
が
、
特
に
専
門
部
の
よ
う
に
資
格
取
得
目
的
の
性
格
が

強
く
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
中
等
教
員
の
免
許
状
所
有
者
の
二
〇
名
、
五
・
八
％
の
多
く
は
、
専
門
部
卒
業
の
際
、
中
等
教

員
免
許
を
取
得
し
て
、
文
学
部
に
進
学
し
た
者
で
あ
る
。

四
卒
業
生
の
教
職
従
事
（
就
職
先
）
状
況
の
依
拠
資
料
に
つ
そ

　
こ
れ
ま
で
東
洋
大
学
に
入
学
し
た
学
生
の
傾
向
等
に
つ
い
て
み
た
が
、
で
は
彼
ら
は
実
際
に
卒
業
後
、
ど
の
よ
う
な
教
育
機
関

（
1
1
学
校
）
に
就
職
し
た
の
か
。

　
表
1
、
2
、
3
で
対
象
と
し
た
大
正
七
年
三
月
か
ら
昭
和
一
二
年
三
月
ま
で
の
卒
業
学
生
に
つ
い
て
、
そ
の
就
職
先
を
調
査
す

る
。
こ
の
就
職
先
の
調
査
に
利
用
し
た
資
料
は
、
大
正
＝
二
年
度
お
よ
び
一
四
年
度
、
昭
和
二
年
度
お
よ
び
三
年
度
の
『
東
洋
大
学

一
覧
』
の
「
出
身
者
一
覧
」
部
分
、
昭
和
六
年
度
お
よ
び
一
二
年
度
の
『
東
洋
大
学
出
身
者
名
簿
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
学
側

が
編
集
・
発
行
し
た
小
冊
子
で
、
五
十
音
順
に
「
卒
業
生
な
ら
び
に
出
身
者
の
氏
名
」
・
「
卒
業
年
度
」
・
「
住
所
お
よ
び
職
業
」
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
職
業
は
、
名
簿
編
集
に
際
し
て
回
収
で
き
た
返
答
分
の
み
を
掲
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
卒
業
者
全
員
の
職

業
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
『
卒
業
者
名
簿
』
へ
の
職
業
記
載
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
卒
業
者

と
在
学
生
と
の
連
絡
を
可
能
に
す
る
と
い
う
就
職
に
関
す
る
便
宜
を
大
学
側
が
考
慮
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
就
職
先
は
、
学
生
が
卒
業
後
最
初
に
、
就
職
し
た
学
校
を
採
っ
た
。
例
え
ば
、
大
正
一
五
年
三
月
に
卒
業
し
た
者
の
場
合
、
昭
和

二
年
度
の
『
東
洋
大
学
一
覧
』
の
職
業
欄
が
中
学
校
の
教
員
と
な
っ
て
い
て
、
昭
和
三
年
度
の
三
覧
』
で
は
実
業
学
校
の
教
員
と

変
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
最
初
の
中
学
校
の
方
を
と
っ
た
。
な
お
、
す
で
に
注
（
2
）
で
述
べ
た
よ
う
に
中
等
教
員
無
試
験
検
定
を
受

け
た
場
合
、
検
定
に
合
格
し
て
文
部
省
か
ら
免
許
状
が
下
付
さ
れ
る
ま
で
に
四
、
五
カ
月
（
七
月
か
ら
八
月
頃
）
、
場
合
に
よ
っ
て
は

147　大正期から昭和戦前期の私立大学における教員養成の実態



そ
れ
以
上
の
時
間
・
月
日
を
要
し
た
た
め
、
就
職
が
卒
業
し
た
翌
年
に
な
る
場
合
も
あ
り
、
職
業
の
記
載
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
、

卒
業
後
数
年
経
っ
た
三
覧
』
や
『
出
身
者
名
簿
』
で
調
査
・
確
認
し
た
。
ま
た
、
卒
業
後
に
一
旦
、
住
職
や
新
聞
記
者
な
ど
教
員

以
外
の
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
場
合
は
、
数
年
後
に
教
職
に
就
い
て
い
て
も
こ
れ
は
採
ら
な
か
っ
た
。

　
就
職
先
の
教
育
機
関
（
1
1
学
校
）
の
種
別
は
、
以
下
の
と
お
り
に
分
け
た
。

　
　
①
中
等
学
校
（
中
学
校
、
高
等
女
学
校
、
師
範
学
校
、
指
定
・
認
定
学
校
）

　
　
②
実
業
学
校
（
甲
種
、
乙
種
）

　
　
③
専
門
学
校
（
実
業
学
校
を
含
む
）
・
高
等
学
校
・
大
学

　
　
④
尋
常
高
等
小
学
校

　
　
⑤
そ
の
他
（
①
～
④
以
外
の
学
校
、
例
え
ば
女
学
校
、
実
業
補
習
学
校
↓
青
年
学
校
（
昭
和
一
〇
年
）
、
専
修
学
校
、
聾
盲
唖
学
校
、
幼

　
　
　
稚
園
等
）

　
な
お
、
就
職
先
は
旧
植
民
地
お
よ
び
外
国
の
学
校
（
中
等
学
校
〔
高
等
普
通
学
校
〕
、
実
業
学
校
、
専
門
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
、
小

学
校
〔
公
学
校
〕
、
そ
の
他
）
を
も
含
む
も
の
と
し
た
。

　
右
記
学
校
の
う
ち
、
例
え
ば
、
文
部
省
の
指
定
・
認
定
学
校
は
ど
れ
で
あ
る
の
か
、
職
業
欄
に
書
か
れ
て
い
る
「
実
科
高
等
女
学

校
」
は
「
高
等
女
学
校
」
と
「
実
業
学
校
」
の
ど
ち
ら
に
属
す
る
か
な
ど
、
各
学
校
の
種
別
の
確
認
は
、
大
正
一
四
年
度
、
昭
和
五

年
度
、
昭
和
九
年
度
の
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
』
の
「
学
校
及
図
書
館
別
一
覧
」
、
そ
の
他
で
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、
学
生
の
中

に
は
専
門
部
を
卒
業
後
に
大
学
部
あ
る
い
は
文
学
部
に
進
学
す
る
者
も
い
る
。
こ
の
た
め
、
就
職
先
が
重
複
し
て
表
に
出
て
い
る
。

大
正
七
年
か
ら
昭
和
一
二
年
ま
で
の
重
複
者
は
合
計
四
三
名
で
、
そ
の
内
訳
は
中
等
学
校
二
三
名
、
実
業
学
校
八
名
、
小
学
校
七

名
、
専
門
学
校
・
高
校
・
大
学
一
名
、
そ
の
他
四
名
で
あ
る
（
9
）
。
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五
　
卒
業
生
の
教
職
従
事
（
就
職
先
）
状
況

　
図
表
4
は
、
大
正
七
年
三
月
か
ら
一
五
年
三
月
ま
で
（
た
だ
し
大
正
八
年
、
一
一
年
に
つ
い
て
は
不
明
）
の
大
学
部
・
専
門
部
の
卒
業

学
生
に
つ
い
て
、
教
員
と
し
て
就
職
し
た
先
を
調
査
し
、
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
み
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
大
学
部
［
4
ー
①
］
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　
こ
の
期
間
を
全
体
と
し
て
み
る
と
、
無
試
験
検
定
有
資
格
者
一
五
〇
名
中
、
卒
業
生
は
一
四
八
名
で
、
そ
の
う
ち
教
職
に
就
い
て

い
る
者
は
五
二
．
○
％
（
七
七
名
）
で
あ
る
〔
4
ー
①
ー
ω
〕
。
さ
ら
に
中
等
学
校
へ
の
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
年
次
的
に
み
る

と
、
教
員
就
職
者
数
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
割
合
は
年
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
も
の
の
、
最
低
が
五
〇
％
で

あ
り
そ
れ
以
上
の
比
較
的
高
い
率
で
推
移
し
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
が
実
業
学
校
で
あ
り
、
小
学
校
へ
の
就
職
者
は

み
ら
れ
な
い
〔
4
ー
①
1
②
、
③
〕
。

　
次
に
、
専
門
部
〔
4
ー
②
〕
に
つ
い
て
み
る
。
こ
の
期
間
全
体
は
、
無
試
験
検
定
有
資
格
者
四
＝
名
の
う
ち
卒
業
者
は
四
〇
四

名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
三
〇
六
名
が
教
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
率
は
七
五
・
七
％
と
高
い
比
率
に
な
っ
て
い
る
〔
4
ー
②
ー
ω
〕
。

中
等
学
校
へ
の
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
年
次
的
に
み
る
と
、
人
数
は
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い
る
が
、
割
合
は
逆
に
や
や
減
少
傾
向

に
あ
り
実
業
学
校
へ
の
就
職
率
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
〔
4
ー
②
1
ω
、
③
〕
。
大
正
期
の
専
門
部
は
、
免
許

取
得
率
と
と
も
に
教
員
と
し
て
の
就
職
率
も
か
な
り
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
就
職
先
は
、
中
等
学
校
が
主
体
で
あ
り
、
こ
れ
と

増
加
傾
向
に
あ
る
実
業
学
校
と
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
で
は
、
昭
和
に
は
い
る
と
ど
う
な
る
か
。

　
図
表
5
は
、
昭
和
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
大
学
部
、
同
じ
く
昭
和
二
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
専
門
部
の
卒
業
者
に
つ
い
て
、
教
員

と
し
て
の
就
職
先
を
調
査
し
、
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
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図表4一①一｛2｝

　人

（
∠
2
1
15
0

大学部卒業学生の教員就職先（人数）累計［大正7－15年］

大正7年　　大正9年　大正10年　大正12年　大正13年　大正14年　大正15年

■中等学校　彪翻実業学校　匿尋常高等小学校　E：1専門学校・高校・大学［コその他

図表4一①一｛3〕
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大学部卒業学生の教員就職先（％）累計［大正7－15年］

　9．5

1’
F・，5．’

講

大正7年　　大正9年　大正10年　大正12年　大正13年　大正14年　大正15年

■中等学校庄覇実業学校　ZZ尋常高等小学校E：コ専門学校・高校・大学＝その他
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図表4一②一②

　　人
051

001

05

0

専門部卒業学生の教員就職先（人数）累計［大正7－15年］

大正7年　　大正9年　大正10年　大正12年　大正13年　大正14年　大正15年

■中等学校錘翻実業学校　［乙乙尋常高等小学校［三コ専門学校・高校・大学［コその他

図表4一②一〔3｝
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専門部卒業学生の教員就職先（％）累計［大正7－15年］

大正7年　　大正9年　大正10年　大正12年　大正13年　大正14年　大正15年

■中等学校畷翻実業学校　口尋常高等小学校［］専門学校・高校・大学［その他

153　大正mから昭和戦前期の私立大学における教員養成の実態



因 酬 朗 ー ◎ ⊥ ご 汁 帖 嬰 暢 雅 暗 肝 S 磐 皿 郭 薄 栂 傍 告 q 聾 薄 冷 ［ 罷 苫 m － O 捕 ］

悦 　 米 　 柏 （ ω 迦 ） 罷 曽 N 柑 閲 曽 ω 柏 困 曽 膳 柏 品 古 切 柏 闘 古 ひ 耕 卑

掛 撫 申 尚 蝋 貰 o。 ﾗ ロ ベ 忘 切 口 ω q⊃ n ㎝ ミ

已 剖 ポ 袖 蝋 丑 θ 暢 米 蝋 轡 ぶ 巳 o o お O 巳 N Φ ω 9 お

蝉 迦 部 鋸 圏 （ × ） （ 〉 欝 ） N O ° O × （ 冶 齢 ） N べ ］ × （ ω N 齢 ） N ω ゜ べ × （ 鵠 歯 ） 宗 ］ × （ 一 ゜ 。 歯 ） 声 ざ N × （ 」 Φ 於 ） 田 ゜ q ⊃ × （ 已 べ ㊦ ）

丑 鵬 帖 剤 （ × ） （ 》 ぱ ） ω O ° ° 。 × （ 『 齢 ） ご ゜ q ⊃ × （ 8 西 ） ω ふ 《 × （ 巳 加 ） 宗 ご × （ ω 齢 ） O O × （ ° 。 歯 ） ± ° 《 × （ 日 於 ）

珊 米 態 薄 （ × ） （ 》 潜 ） ω 〔 O × （ O 西 ） 田 ゜ q っ × （ べ 齢 ） ω S 口 × （ 一 N 加 ） ω ω ゜ ω × （ O 歯 ） 嵩 ゜ 切 × （ N 歯 ） N ° 。 ° N × （ ω ω 西 ）

部 薄 冷

鋤 晦 訓 囎 ら 帖 剤 （ × ） （ 〉 貰 ） O ° ω × （ 一 歯 ） Φ ゜ ω × （ N 齢 ） Φ ゜ ω × （ N 西 ） ⑰ ゜ ① × （ 一 加 ） 器 × （ ふ 古 ） ゜ 。 ° 口 × （ 一 〇 加 ）

細 謡 梓 薄 ・ 訓 薄 ・ 汁 梓 （ × ） （ 》 欝 ） O × O × ⑩ ゜ 《 × （ ω 古 ） 朝 ゜ Φ × （ 一 齢 ） O × ω 』 × （ 』 歯 ）

ぷ S 碇 （ × ） （ 》 ぱ ） N O ° ω × （ 切 於 ） O × 旨 ヂ O × （ 《 齢 ） ω ゜ 。 ° ㊤ × （ べ 於 ） 冨 ゜ O 訳 （ N 西 ） 口 ふ × （ 一 ゜ 。 於 ）

（ 陪 ） 」 ° 『 畑 幕 汁 峠 ー 癖 』 （ 罷 古 N ’ ω 柏 隔 ） 〆 『 油 幕 汁 梓 圧 麺 蝋 於 繍 』 （ 闘 酋 O 柏 隔 ） 汽 肝 O 当 餅 ゜

N ° 当 頗 存 掻 糠 蝋 S 恥 嘩 違 類 ㏄ ↑ 汁 ゜

ω ゜ 趙 韓 ・ 吐 鵡 ☆ 戊 θ 苗 蔵 畑 酋 ぽ 汁 q 享 圃 θ 帖 薄 ♪ S 部 薄 蝋 悟 叫 ぱ ゜

1
5
4



図表5一①一（2）

　人
04
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02

01

0

大学部卒業学生の教員就職先（人数）累計［昭和2－6年］

昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年

■中等学校　睡溺実業学校　ZZ2尋常高等小学校　［1［1専門学校・高校・大学　＝その他

図表5一①一〔3）
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大学部卒業学生の教員就職先（％）累計［昭和2－6年］

昭和2年 昭和3年 昭和4年 昭和5年 昭和6年

■中等学校　〔墾翻実業学校　［乙2］尋常高等小学校［：］専門学校・高校・大学　［コその他
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ま
ず
、
昭
和
二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
大
学
部
〔
5
1
①
〕
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
時
期
の
全
体
で
、
卒
業
予
定
者
数
五
七
七
名

中
卒
業
者
数
は
五
三
四
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
一
七
名
が
教
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
率
は
二
一
．
九
％
で
、
大
正
期
と
比
較
す

る
と
低
く
な
っ
て
い
る
〔
5
1
①
ー
ω
〕
。
中
等
学
校
へ
の
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
み
る
と
、
人
数
．
割
合
と
も
年
に
よ
っ
て
増
減

が
み
ら
れ
、
中
等
学
校
以
外
に
実
業
学
校
へ
の
就
職
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
教
員
就
職
先
は
大
正
期
よ
り
も
中
等
学
校
の
占
め
る

割
合
が
低
く
な
り
、
年
に
よ
っ
て
実
業
学
校
と
分
け
合
う
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
小
学
校
へ
の
就
職
者
は
、

大
正
期
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
人
数
・
割
合
と
も
に
高
く
な
っ
て
い
る
〔
5
ー
①
ー
②
、
③
〕
。

　
次
に
、
昭
和
二
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
専
門
部
〔
5
ー
②
〕
に
つ
い
て
み
る
。
こ
の
時
期
、
全
体
で
は
卒
業
予
定
者
三
、
三
一
八

名
中
卒
業
者
数
は
三
、
一
一
〇
名
で
、
全
体
で
教
員
就
職
率
は
、
三
二
・
二
％
（
一
、
○
○
○
名
）
で
あ
る
〔
5
1
②
ー
ω
〕
。
中
等

学
校
へ
の
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
年
を
追
っ
て
み
る
と
、
就
職
者
数
は
昭
和
二
年
の
八
六
名
を
ピ
ー
ク
に
以
後
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
割
合
も
年
々
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
実
業
学
校
は
あ
る
一
定
の
割
合
を
維
持
し
て
推
移
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
小
学
校
へ
の
就
職
率
が
年
々
増
加
し
て
い
き
、
か
な
り
の
割
合
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
昭
和
に
は
い
っ
て
、
専
門
部
は
中
等
学
校
へ
の
就
職
者
が
減
り
、
小
学
校
に
就
職
す
る
者
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
が

特
色
で
あ
る
〔
5
ー
②
ー
②
、
③
〕
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
中
等
教
員
の
資
格
取
得
を
目
的
に
入
学
、
免
許
状
を
得
て
卒
業
し
て
も
、

思
い
ど
お
り
に
中
等
学
校
に
就
職
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
く
状
況
が
う
か
が
え
る
。

　
図
表
6
は
、
昭
和
七
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
文
学
部
の
卒
業
学
生
に
つ
い
て
、
同
じ
く
教
員
と
し
て
就
職
し
た
先
を
調
査
し
、
就

職
率
と
人
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
図
表
に
は
現
れ
て
い
な
い
が
、
前
述
し
た
文
学
部
四
学
科
の
う
ち
「
仏
教
学
科
」

の
卒
業
者
で
教
員
と
し
て
学
校
に
就
職
し
た
者
は
皆
無
で
あ
り
、
「
国
文
学
科
」
が
七
一
．
六
％
（
五
八
名
）
と
そ
の
多
く
を
占
め
て

い
る
。
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全
体
で
は
、
卒
業
予
定
者
数
三
九
四
名
中
卒
業
者
数
は
三
五
三
名
で
、
こ
の
う
ち
八
一
名
が
教
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
割
合
は

二
二
・
九
％
で
高
い
と
は
い
え
な
い
〔
6
ー
ω
〕
。
中
等
学
校
に
つ
い
て
就
職
者
数
と
そ
の
割
合
を
年
次
的
に
追
っ
て
い
く
と
、
昭
和

一
二
年
を
除
く
と
四
名
か
ら
七
名
の
間
で
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
の
小
学
校
へ
の
就
職
者
の
割
合
の
高
さ
も
注
目
さ

れ
、
中
等
学
校
と
小
学
校
へ
の
就
職
率
を
合
わ
せ
る
と
昭
和
七
年
か
ら
一
二
年
ま
で
を
通
し
て
、
両
者
で
少
な
く
と
も
五
〇
％
か
ら

ほ
ぼ
七
〇
％
以
上
を
占
め
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
〔
6
ー
②
、
③
〕
。

　
な
お
表
7
は
、
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
の
旧
植
民
地
お
よ
び
外
国
の
学
校
へ
の
就
職
者
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
七
年
か
ら
昭

和
一
二
年
ま
で
の
就
職
者
数
の
合
計
は
、
大
学
部
・
専
門
部
・
文
学
部
の
卒
業
生
合
わ
せ
て
、
一
二
〇
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
昭

和
二
年
か
ら
七
年
ま
で
の
大
学
部
・
専
門
部
は
、
毎
年
七
名
か
ら
一
五
名
の
者
が
旧
植
民
地
・
外
国
の
学
校
に
就
職
し
て
お
り
、
多

数
と
は
い
え
な
い
が
一
定
数
の
就
職
者
の
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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六
　
さ
い
ご
に
　
ま
と
め
に
代
え
て
ー

　
以
上
み
て
き
た
こ
と
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
次
の
点
で
あ
る
。

　
学
生
の
傾
向
・
特
色
と
し
て
は
、
全
体
と
し
て
卒
業
時
の
平
均
年
齢
が
二
四
歳
か
ら
二
五
歳
で
あ
り
、
ま
た
専
門
部
で
は
三
〇
歳

代
か
ら
四
〇
、
五
〇
歳
代
の
者
も
一
割
以
上
み
ら
れ
た
。
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
高
等
教
育
機
関
の
特
色
と
し
て
、
学
生
の
年

齢
が
現
在
よ
り
も
高
く
か
つ
幅
の
あ
っ
た
こ
と
と
、
一
度
社
会
に
出
た
後
で
再
び
入
学
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。

　
免
許
状
資
格
取
得
率
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
学
部
・
専
門
部
で
七
割
か
ら
八
割
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
就

職
率
と
比
較
す
る
と
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
（
二
年
頃
）
ま
で
は
、
免
許
状
取
得
率
と
就
職
率
が
ほ
ぼ
合
致
す
る
か
た
ち
で
好
成



績
を
上
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
の
東
洋
大
学
は
、
中
等
教
員
無
試
験
検
定
の
免
許
状
科
目
を
充
実
さ

せ
、
多
数
の
学
生
を
も
つ
専
門
部
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
中
等
教
員
を
養
成
し
、
か
つ
実
際
に
教
員
を
社
会
（
教
育
機
関
ー
学
校
）

へ
と
送
り
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
降
、
し
だ
い
に
ギ
ャ
ッ
プ
を
生
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
特
に
専
門
部
を
中

心
に
好
調
で
あ
っ
た
就
職
率
が
、
昭
和
三
年
以
降
年
々
悪
く
な
り
、
そ
れ
ま
で
の
中
等
教
員
の
就
職
に
関
す
る
実
績
が
、
か
な
り
低

下
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
当
時
の
中
等
学
校
教
員
の
需
要
の
充
足
・
過
剰
状
況
が
あ

げ
ら
れ
る
（
－
o
）
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
、
就
職
先
も
中
等
学
校
だ
け
に
固
執
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
実
業
学
校
、
そ
の
他
の

学
校
を
含
む
各
方
面
へ
と
広
が
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
教
員
養
成
に
お
け
る
役
割
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
東
洋
大
学
は
、
小
学
校
教
員
か
ら
中
等
学
校
教
員
へ
の
ス
テ
ッ
プ
的
機
能

を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
小
学
校
教
員
で
あ
っ
た
者
に
と
っ
て
、
専
門
部
を
中
心
に
し
た
東
洋
大
学

は
、
上
級
学
校
の
教
員
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
ひ
と
つ
の
場
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
学
関
係
者
も
、
昭
和
一
四
年
の
専
門
部
拓
殖
科
の
新
設
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
主
な
就
職
口
を
中
等
学
校
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
の
学
校
と
す
る
状
況
を
、
何
と
か
打
破
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
は
戦
後
に
続
く
大
学
の
経
営
の
在
り
方
・
方

針
に
も
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
1
1
）
。

　
次
稿
で
は
、
東
洋
大
学
と
同
じ
よ
う
に
経
営
の
柱
に
中
等
教
員
の
養
成
を
置
い
て
い
た
他
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む
）
と
の
比
較

を
お
こ
な
い
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
東
洋
大
学
と
他
大
学
と
の
共
通
性
お
よ
び
東
洋
大
学
の
独
自
性
を
分
析
し
、
東
洋
大
学
に
お

け
る
教
員
養
成
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
東
京
大
学
大
学
史
史
料
室
の
中
野
実
氏
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま

す
。
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匡（
1
）
・
（
3
）
　
中
野
実
・
豊
田
徳
子
「
大
正
末
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
私
立
大
学
の
中
等
教
員
養
成
に
関
す
る
研
究
」
『
井
上
円
了
セ
ン

　
　
タ
ー
年
報
』
第
五
号
、
一
九
九
六
年
七
月
。

（
2
）
　
こ
の
名
簿
の
欄
外
に
は
、
合
否
判
明
の
際
に
メ
モ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
免
許
状
下
付
月
日
と
免
許
状
科
目
等
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
と
関
連
し
て
、
無
試
験
検
定
に
よ
る
免
許
状
下
付
の
一
連
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
現
在
残
っ
て
い
る
簿
冊
資
料
に
し
た
が
っ
て
簡

　
　
単
に
述
べ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
大
学
側
で
は
、
毎
年
三
月
実
施
の
卒
業
試
験
に
当
た
り
、
だ
い
た
い
二
月
頃
、
文
部
大
臣
に

　
　
対
し
無
試
験
検
定
の
有
資
格
者
の
人
数
、
試
験
期
日
、
試
験
時
間
割
、
試
験
方
法
の
開
申
を
お
こ
な
っ
た
。

　
　
　
そ
し
て
教
員
無
試
験
検
定
の
出
願
を
希
望
す
る
学
生
は
、
左
記
の
書
類
を
整
え
て
教
務
課
に
進
達
方
を
願
い
出
る
も
の
と
し
た
（
「
教

　
　
員
検
定
二
関
ス
ル
心
得
」
「
東
洋
大
学
一
覧
昭
和
八
年
度
』
＝
○
頁
）
。

　
　
①
教
員
検
定
願

　
　
②
履
歴
書

　
　
③
身
体
検
査
書

　
　
④
中
学
師
範
実
業
学
校
等
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
小
学
校
教
員
免
許
状
所
有
者
は
地
方
長
官
の
証
明
書

　
　
⑤
東
洋
大
学
卒
業
証
明
書

　
　
⑥
履
歴
書
に
身
上
に
関
す
る
事
項
の
記
事
（
改
姓
名
の
如
き
）
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
に
関
す
る
コ
　
籍
抄
本
」
を
添
付
す
る

　
　
　
検
定
料
は
一
科
目
七
円
で
、
相
当
金
額
の
収
入
印
紙
を
願
書
に
添
付
し
た
上
、
出
願
者
の
印
で
消
印
す
る
も
の
と
し
た
。

　
　
　
大
学
側
で
は
、
こ
れ
ら
願
書
を
文
部
省
に
対
し
、
卒
業
試
験
お
よ
び
卒
業
式
終
了
後
の
四
月
か
ら
五
月
頃
に
（
事
情
が
あ
っ
て
追
試
験

　
　
を
受
け
た
者
や
再
申
請
者
は
別
と
し
て
）
あ
る
程
度
一
括
し
て
提
出
し
た
。
多
い
年
は
、
申
請
者
が
四
〇
〇
名
以
上
に
も
お
よ
び
、
こ
の

　
　
た
め
事
務
で
は
そ
の
処
理
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
部
省
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
と
し
て
は
、
前
記
の
書
類
⑥
項
に
あ
る
よ
う
に

　
　
特
に
改
姓
名
に
関
す
る
書
類
の
不
備
の
指
摘
や
確
認
が
多
く
、
最
終
的
に
文
部
省
か
ら
大
学
に
対
し
て
各
人
の
合
否
の
通
知
が
な
さ
れ
、

　
　
免
許
状
が
下
付
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
大
学
側
で
は
、
す
で
に
卒
業
し
て
地
方
に
帰
る
か
住
ん
で
い
る
者
に
は
合
否
の
連
絡
を
す
る
こ
と

　
　
も
必
要
と
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
大
学
側
の
願
書
提
出
が
三
月
の
卒
業
式
を
終
え
た
四
月
以
降
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
合
否
が
判
明
す
る
ま
で
、
早
く
て
も
だ
い
た
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い
四
カ
月
か
ら
五
カ
月
く
ら
い
の
日
数
が
か
か
る
の
で
、
三
月
の
卒
業
者
が
翌
月
以
降
、
す
ぐ
教
職
に
就
く
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

　
　
た
。

（
4
）
　
「
昭
和
三
年
度
　
東
洋
大
学
学
則
」

（
5
）
同
右
。

（
6
）
　
「
昭
和
八
年
度
　
東
洋
大
学
学
則
」

（
7
）
　
文
学
部
の
入
学
資
格
の
う
ち
、
第
二
項
の
⑤
に
関
し
て
付
け
加
え
る
と
、
こ
れ
は
昭
和
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
「
欠
員
あ
る
場
合
」
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
が
、
東
洋
大
学
は
、
昭
和
八
年
度
か
ら
「
近
時
女
子
ノ
向
学
心
熾
烈
ニ
シ
テ
大

　
　
学
教
育
ヲ
希
望
ス
ル
者
」
が
多
い
と
い
う
状
況
に
応
え
、
「
特
二
女
子
ノ
学
部
進
入
ヲ
企
図
」
し
て
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
を
は
じ

　
　
め
、
合
わ
せ
て
一
二
校
の
女
学
校
卒
業
者
の
入
学
を
認
め
、
女
子
が
「
聴
講
生
」
と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で
な
く
正
規
の
大
学
令
に
よ
る

　
　
大
学
の
学
部
生
と
な
る
道
を
開
い
た
。
翌
九
年
度
に
は
、
さ
ら
に
＝
二
校
の
女
学
校
を
追
加
し
て
そ
の
枠
を
拡
大
し
た
（
『
東
洋
大
学
百

　
　
年
史
　
資
料
編
　
1
・
上
』
三
八
二
ー
三
八
五
頁
）
。

（
8
）
　
無
試
験
検
定
を
許
可
さ
れ
た
学
科
に
つ
い
て
は
、
注
（
1
）
中
の
表
を
参
照
。
し
た
が
っ
て
、
大
正
一
〇
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
専
門
部

　
　
の
新
学
科
、
文
化
学
科
（
昭
和
四
年
三
月
廃
止
）
と
社
会
事
業
科
（
昭
和
三
年
「
社
会
教
育
社
会
事
業
科
」
と
改
称
、
昭
和
九
年
三
月
廃

　
　
止
）
の
二
学
科
の
学
生
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
　
就
職
先
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
資
料
と
手
順
に
よ
っ
て
調
査
し
た
た
め
、
注
（
1
）
の
論
文
中
に
お
い
て
、
各
年
度
の
『
東
京
府
統
計

　
　
書
』
．
『
文
部
省
年
報
』
に
よ
り
作
成
し
た
大
学
部
・
専
門
部
お
よ
び
文
学
部
の
教
育
（
学
校
職
員
）
従
事
者
数
〔
表
4
〕
と
多
少
の
ズ
レ

　
　
が
生
じ
て
い
る
。

（
1
0
）
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
二
月
一
〇
日
付
の
『
東
洋
大
学
新
聞
』
第
七
四
号
に
、
当
時
専
門
部
で
「
教
育
学
」
を

　
　
担
当
し
て
い
た
西
山
哲
治
（
私
立
帝
国
小
学
校
・
同
幼
稚
園
の
創
設
者
）
が
「
中
等
教
員
検
定
試
験
及
臨
教
の
廃
止
」
と
題
し
て
、
次
の

　
　
よ
う
な
論
説
を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
中
等
教
員
の
「
濫
造
」
お
よ
び
免
許
状
の
「
乱
与
」
に
よ
っ
て
、
就
職
が
極
め
て
困
難
に
な
っ

　
　
て
い
る
状
況
に
対
し
、
文
部
省
が
速
や
か
な
対
応
・
解
決
策
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
、
東
洋
大
学
に
入
学

　
　
し
て
き
た
地
方
の
青
年
の
卒
業
後
の
実
情
を
も
よ
く
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
中
等
学
校
の
免
許
状
を
無
試
験
に
て
授
与
す
る
特
典
を
有
す
る
学
校
は
余
り
に
多
き
に
過
ぐ
る
今
日
と
な
つ
た
。
四
高
師
、
高
等
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学
校
、
大
学
、
私
立
大
学
専
門
学
校
、
臨
教
、
高
女
の
補
習
科
、
専
攻
科
等
に
お
い
て
こ
の
特
典
を
乱
与
し
、
粗
製
濫
造
に
陥
し
め

　
　
　
　
て
ゐ
る
、
水
産
講
習
所
卒
業
生
に
動
植
物
学
の
中
等
教
員
免
許
状
さ
へ
与
え
て
ゐ
己
勤
で
あ
る
。

　
　
　
　
明
治
時
代
、
中
等
教
員
不
足
な
り
し
時
設
け
た
一
時
的
の
臨
時
教
員
養
成
所
と
口
し
な
が
ら
殆
ど
永
久
的
に
現
存
せ
し
め
て
ゐ

　
　
　
　
る
。
更
に
年
々
検
定
試
験
に
よ
つ
て
中
等
教
員
を
資
格
づ
け
る
。
故
に
私
立
大
学
の
如
き
は
中
等
学
校
へ
就
職
し
得
る
も
の
一
割
に

　
　
　
　
も
達
し
な
い
、
甚
だ
し
き
は
五
分
に
も
達
し
な
い
就
職
状
態
で
あ
る
と
は
何
た
る
悲
惨
な
る
現
状
で
あ
ら
う
。
…
：
（
略
）
－
…
・

　
　
　
　
故
に
本
年
卒
業
し
て
中
等
学
教
員
免
許
状
国
語
、
漢
文
、
修
身
の
三
科
を
得
た
甲
は
月
五
十
円
の
保
険
会
社
の
外
交
を
や
つ
て
ゐ

　
　
　
　
る
、
或
は
乙
は
師
範
を
出
て
数
年
小
学
校
教
員
し
た
後
本
年
東
洋
大
学
を
卒
業
し
た
が
免
許
状
は
貰
つ
た
が
口
は
な
い
、
今
更
郷
里

　
　
　
　
へ
帰
つ
て
小
学
校
教
員
の
口
を
探
し
て
同
輩
よ
り
低
い
待
遇
に
甘
ん
ず
る
こ
と
は
忍
び
得
な
い
か
ら
せ
め
て
東
京
附
近
の
小
学
校
に

　
　
　
　
で
も
出
た
い
と
泣
い
て
訴
へ
る
の
で
あ
つ
た
。
…
…
（
略
）
…
…

　
　
　
　
　
こ
の
社
会
政
策
を
実
施
す
る
に
は
往
年
内
務
、
司
法
両
省
が
弁
護
士
、
開
業
医
の
国
家
試
験
を
廃
止
し
た
る
如
く
中
等
教
員
検
定

　
　
　
　
試
験
を
一
時
中
止
し
て
は
如
何
、
…
…
（
略
）
…
…

　
　
　
　
　
又
、
臨
教
を
全
廃
す
る
と
か
、
高
等
学
校
、
高
女
の
補
習
科
、
そ
の
他
乱
与
し
た
る
特
典
学
校
、
特
典
科
目
数
を
整
理
す
謁
陀

　
　
　
　
か
、
或
は
こ
の
特
典
を
鳴
物
入
に
誇
大
宣
伝
し
て
徒
ら
に
学
生
の
大
多
数
を
集
中
せ
し
む
る
こ
と
を
取
締
る
と
か
、
地
方
の
青
年
救

　
　
　
　
育
者
に
徒
ら
に
東
京
へ
逃
出
し
、
無
理
を
し
て
数
ケ
年
苦
学
し
た
後
の
無
効
に
も
等
し
き
惨
状
を
周
知
せ
し
む
る
と
か
、
こ
の
緊
急

　
　
　
　
問
題
の
応
急
問
題
の
応
急
策
を
講
ぜ
ん
こ
と
を
敢
て
田
中
文
相
に
熱
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
大
正
一
四
年
頃
か
ら
昭
和
に
は
い
る
と
、
朝
鮮
・
台
湾
等
旧
植
民
地
の
学
校
に
就
職
す
る
者
が
一
定
数
出
て
く
る
が
、
東
洋
大
学
は
こ

　
　
の
方
面
へ
の
就
職
開
拓
の
た
め
、
専
門
部
に
昭
和
一
四
年
度
か
ら
「
大
陸
」
に
お
い
て
、
法
政
・
経
営
・
貿
易
関
係
で
活
躍
す
る
人
材
養
成

　
　
を
目
的
と
す
る
「
拓
殖
科
」
を
新
設
し
た
。
昭
和
一
四
年
四
月
以
降
、
東
洋
大
学
に
は
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
旧
植
民
地
の
学
生
が
こ
の
「
拓

　
　
殖
科
」
を
中
心
に
、
か
な
り
多
数
在
籍
す
る
よ
う
に
な
る
。
左
の
表
8
は
、
昭
和
六
年
か
ら
一
八
年
ま
で
に
在
籍
し
た
朝
鮮
人
お
よ
び
台

　
　
湾
人
学
生
の
数
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
拓
殖
科
が
一
回
め
の
卒
業
者
を
出
す
の
は
、
昭
和
一
六
年
一
二
月
で
あ
る
。
昭
和
　
六

　
　
年
以
降
は
戦
局
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
前
後
の
東
洋
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
就
職
は
、
そ
れ
ま
で
と

　
　
は
異
な
っ
た
状
況
を
呈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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酬 ⊂ 。 拙 嫌 〉 ・ 鵬 鴻 〉 南 端 帖 辟 驚 （ 罷 曽 O ー ≡ 柑 ）

胡 O 品 べ 品 ゜ 。 罷 q っ 罷 」 O 罷 巳 闘 冨 闘 お 鋸 忘 品 」 口 品 」 Φ 品 嵩 ロ 習 ゜ 。 卑

料 梓 顎 ポ 　 ± 畑 謡 嬰 N 」 ㊤ N N ㎝ N 一 《 一 ω 』 」 N ω 』 一 ω N 』 べ 《 朝 o o N H o 。 一 嵩 O ω 直 ± 一 宗 合 ＝ 一 」 ω 冨 q ⊃ お ω 切 ω ω

㍗ （ 西 ） 旨 O べ oo Φ oo 日 ＝ 』 o 。 」 昂 田 N N O 」 宗 ㊤ o。 潤
B ﾘ

（ 戊 柏 鴻 S 『 柵 幕 汁 栂 帖 臼 齢 繍 』 言 肝 O ☆ 薄 ）

1
67
　
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
私
立
大
7に
お
け
る
教
員
養
成
の
実
態


